JLEM会誌原稿作成マニュアル(2013年1月改訂)

［書式］

１．会誌原稿

(1) 原稿枚数：A4の用紙２枚でご執筆ください。制限枚数を越えたものは掲載しません。
(2) 執筆要領：次ページのフォーマットに合わせてください。

(3) その他

　・原稿にはデータ，結果の考察を含めてください．「結果については後日，研究会で発表」という様な形にせず，論文として完結した体裁を取ってください。

　・提出された原稿はそのまま縮小印刷します。鮮明な原稿をご用意ください。特殊な記号や文字をご使用の場合もご注意ください。図，表についても同様です。
２．日本語による題目・発表者名・所属，および英文による題目・発表者名・所属
　・日本語による題目・発表者名・所属は会誌目次で，英文による題目・発表者名・所属は，会誌本文に掲載します。発表者は会員に限られます。資格の有無をご確認ください。
　・会誌原稿と同一の内容にしてください。

３．日本語要旨および英語要旨

　・日本語要旨は，プログラムにそのまま掲載いたします。英文要旨は，こちらでの最終チェックの参考とさせていただきます。
　・日本語要旨は300字程度，英文要旨は100ワード程度で，書式・内容とも会誌原稿のものと同じものにしてください。
　・英文の題目および要旨に関しては，必ずネイティブチェックを受けて下さい。また，日本語非
母語話者の方は，本文のネイティブチェックを忘れずに受けてください。
日本語のタイトル（ゴシック太文字14pt）

―副題―(ゴシック太文字12pt)

English title (Times New Roman12pt)

　  氏名（共同の場合は・姓名）(明朝12pt)
 Name（共同の場合は・）(Times New Roman 12pt)
所属(明朝11pt)
英文所属名(Times New Roman 11pt)
〒***-*****○○市○○　○-○ （明朝11pt）
E-mail ***@****.***　(Times New Roman 11pt)
Abstract：Times New Roman 11pt (英語で 70から100語)
キーワード：＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（日本語で５つ程度）

１.　○○○（11pt　明朝太文字）

/////////////////
２段組で明朝11pt ２ページ
２.　○○○

////////////////

３.　○○○

//////////////

3.1 △△△△
/////////////////

3.2  △△△△

///////////////////

3.3  △△△△
3.3.1　◇◇◇◇

///////////////////

3.3.2　◇◇◇◇
//////////////////

２枚目の最後に

参考文献　（明朝　11pt）
名前(年)「論文名」『書名』号数, ページ．（明朝9pt）

JLEM会誌原稿作成マニュアル
原稿は、２段組み（A4版）２枚の完成原稿とする。用紙の余白は、上下2cm、左右2cmとする。
原則を以下に記します。なお、冊子は黒白2色での印刷となります。
１　和文表題 
ゴシック太文字、できる限り14 pt、センタリング。
副題はゴシック太文字、12 pt、センタリング、―○○○―「―」ダッシュで挟む。
　　

例
中級学習者の会話能力の評価システムの試み
―中国人学習者の調査から―
２　英文表題
Times New Roman、12 pt、センタリング。　
　　

副題はゴシック、11 pt、センタリング、ハイフンで挟む。
３　氏名
明朝、12 pt、センタリング。連名の場合は「・」で並べる。

　　　　　　　　例　山川春男・川山秋子
４　英文氏名
Times New Roman、12 pt、センタリング。名字は大文字。
連名の場合は「・」で並べる。
　　　　　　　　例　YAMAKAWA Haruo・KAWAYAMA Akiko
５　所属名
明朝、11 pt、センタリング。連名の場合は+等でわかるようする。
　　　　　　　 大学院生、学部生の場合には、その旨明記する。
　　　　　　　　例１　山川春男+ 川山秋子++  +○○大学　++NPO△△ネットワーク　
　　　　　　　　例２　海谷冬男　△△大学　大学院生
６　英文所属名
Times New Roman、11 pt、センタリング。（連名の場合は+等でわかるようにする。）
例　Jlem University 

７　住所
 明朝、11 pt、センタリング。（連名の場合は+等でわかるようにする。）
　　

 例　〒305-8577　つくば市天王台１−１−１
８　Eメールアドレス
Times New Roman、11 pt、センタリング。
９　英文要旨
「Abstract: 」に続けて100語以内、Times New Roman、11 pt　左寄せ。

１０　キーワード

「キーワード：」に続けて５個以内。
明朝、11 pt　左寄せ　「、」で並べる。
　　　　　　　　例　キーワード：自己モニター、発音チェック、教科書、ストラテジー、

１１　本文 
２段組で、明朝、11 pt　左寄せ。
１２  章の見出し  
1. から始める（ドットをつける）。明朝、半角、太文字、11 pt。
1文字空けて章の見出しを書く。
　　

小見出しは2.1　3.1.2のようにする。（明朝、半角、太文字、11 pt）
１３　図表の引用

図表を引用する場合には，ゴシック体 9ptで以下のように書く。

図の下に　図１，図２，・・・，

表の上に　表１，表２，・・・，

１４　注　　
明朝、9 pt

本文中で、特に解説を要する語句については「注」をつけ、解説を簡潔に後述する。本文中の関連箇所の右肩に注1、注2、… のように書き、末尾に章番号なしで「注」という見出し（明朝、9 pt）をつけて、まとめて記述する。
１５　参考文献
　
和文は明朝、9 pt。英文はTimes New Roman 9pt。
      
章番号なしに「参考文献」という見出し（明朝、11 pt　太文字）をつける。
     

 雑誌の場合（和文）    著者（発行年）「表題」『雑誌名』巻号、ページ

　　　　　　　　
　（欧文）    著者 (発行年), 表題, 雑誌名 (斜体), 巻号, ページ

      

 単行本の場合（和文）　著者（発行年）『書名』発行所

 　　　　　　　　            （欧文）　著者（発行年）,書名（斜体）,発行所

（例１）海野夏男（2000）「日本語の会話シラバス」『日本語の教育』Vol.1，No.1，pp.6-10

（例２）Spring, M. and Winter, D. (2001) Conversation System, Applied Education. ACM, Vol.11, No.2, pp.77-113

（例３）湖南冬子(2003)『会話分析』教育出版
（例４）Sommer, W. (2004)　Speech Analysis , TLM 
